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日本燃 焼研究会 も本年で倉」立 30周 年をむかえる とのこ

と,こ ち らが老 いぼれになるのも無 理はあ りませんね さ

て,何 を書 きま した ら宜 しいで しょ うか 編 集部か ら御指

示があ りま した内容か ら脱線す るか と思いますが,思 いは1

あれ これ,年 寄 りの昔話 を書 くこと 致ヽ しましょう

この度, 日本燃焼研究 会の名誉会員 に御推薦 いた ずき,

誠に光栄の至 りに存 じ,厚 く御礼申 し上げます

昭和 15年 3月 に京都 帝国大学工学部工業化学科を卒業

して大学院へ進み,私 の研究生 活がはじまりました 学 部

の3年 生 (最終学勾 の ときには,窯 業材料 とくにガラスを

主体 とす る第 1講 座 (澤井教授担勤 に配属 され,卒 業論文

の研究 として 「鋼赤ガラス の発色機構に関する研究Jを 行

なうことヽな りました と ころが,当 時は化学 工業の発展

が盛んにな りつ ヽあつた ときで したので,京 大工学部 では

化学 関係 の学 科が毎年 つ ぎつ ぎ と新設 され,燃 料 化学 科

(現在の石油化 学櫛 〕化学機械学科 (現在の化学工 学櫛 そ

して繊維化学科 (現在の高分子化学櫛 が増設 され,澤 井教

授は燃料化 学科の団体燃料及び工業窯炉に関する講座 を担

当 し,工 業化学科の第 1講 座 を兼任することヽな りました

澤井先生は真面 目に考 え,燃 料の燃焼 に関する研究をはじ

めなければならない とされ,当 時 3人 お りました大学院学

生の中か ら,最 もお人好 しである(?)と 思われ る学生にこ

の役を割 り当てたわけで して,そ れが私で す こ のような

次第で,昭 和 17年 頃か ら燃焼 に関する研究 をはじめ,固

体燃料 の燃焼 と拡散現象,ガ ラス を溶融す る窯炉 (ガラス

タンク窯)内 の燃焼ガ スの流れ ,乱 流 拡散熔 の熔 の長 さ,

乱流拡散焔 の温度変動,火 焔 中の煤の生成,煤 粒子の大 き

さと濃 度分布な どに関す る研究を昭和 42年 頃 まで続 けま

した こ の間,多 くの方々 に御協力をえました が,特 に神

野先生には,す っか り御 世話にな りました 今 も何か と御

迷惑をおかけしてお りますが宜 しく

昭和 34年 に教授に昇任 し,無 機構造化学講座 (日第 1詰

0を 担当 し,昭 和 54年 4月 1日 退官にな りますまで同講

座 にあ ぐらをかいてお りました次第です し か し,研 究内

容 としましては看板に関連の深 い研究をや らなければ なら

ないだろう と考えて,主 として特 殊なガラスの構造 と二

この物性,2成 分酸化 物の高温での反応機構 な どについて

月日(つきひ)のたつのははやいものです

功刀 雅 長
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の研究をも,昭 和40年 代以降は続 けてお りました

さて, 日本燃焼研 究会が矢木先生を会長 として発足 した

頃の記憶 は,残 念なが らあま りはっきり致 してお りません

が,名 簿をみ ます と会員番号 56と なってお り(国井先生が

55番 ),は じめの頃か ら入会 させ ていた ずい たことヽ思い

ます

1961年 1月 発行の 「燃 ltu研究J第 2号 中の秋田先生の執

筆の 「炎中の炭素 生成 に関す る最近の研究Jは ,そ の内容

が とて も詳 しく記述 されてお り,私 のような不勉強の者 に

は誠 に有難い文献で した

後述 します ように,疋 田先生の後 をついで, 日本燃焼研

究会 の 3人 めの会長 として 4年 間 や らせ ていた ゞきま し

た そ の数年前 か ら秋田先生か らひきついで,「燃焼研究」

の編集部を数年間や りましたが,年 3回 発行の 「燃焼研究J

をやっとなん とか発行 し続 ける ことがで き,ほ っ とした こ

とを記憶 してお ります

御承知の ように, 日本燃焼研究会の会長は,同 時に Thc

Combustion lnstltutc のJapancsc Scction の Chairman を かね

ますので, 国際燃焼 シ ンポジウムに出席 して, 日本文部の

活動状況 を報告 したことが思い 出され ます 各 国の方々の

報告に くらべて,西 ドイツの フグナー先生の報告 についで

短かかった ので,疋 日先生に叱 られ ました 日 本燃焼研 究

会の会員の数ですが,現 在 に至 るまで長 い問 400名 前後が

続いてお ります ことは, まとまった地味な研究会だ と思 い

ます こ の程度の会員数で も学会 と称 している会 もい くつ

かみられます 燃 焼のグル ープの方々は,お となしい方が

多いためか,学 術会議の研究連絡委員会な どでは,燃 焼の

分野が損を しているように思われ ます

さて,国 際燃焼シンポジウムのお話にうつ りまし ょう

はじめて 国際燃焼シンポジウムに出席 しましたのは,第 6

回のシンポジウムであ り, このシンポジウムは 1956年 (昭

和 31年 )8月 ,米 国のエール大学 (ニューヘブン)で 開催 さ

れました そ の頃は外 国出張の許可をいた ずくことが大変

で した し, しか もジェ ット機 はまだ とんで お りませんで し

た 矢 木先生の おかげで,疋 田先生 と ともに日本学術会議

より代表 と して推薦 されました がぅ旅費は自分 で手配 しな

ければな りませんで した し, 日本の代表 としてシンポジウ
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ムに出席で きる と言われて も,渡 航審議会 (大蔵省 ,通 産

省などか ら選ばれた委員数名によって構内 で審議 して OK

がお りなければ,海 外への出張はで きません 渡 航費 とし

ては,航 空費の ほかに 1日 175ド ル (助教授で したので,

教授であれば 195ド ル)の 計算で 30日 分 もっていけまし

た や っとの思 いで許可 をいた ゞき, 日航機 にの りました

が,プ ロペ ラ機では羽日か らハ ワイまで約 19時 間か ヽり,

ハフイでひ と休み し,サ ンフランシスコそしてニュー ヨー

ク,さ らに汽車 でニ ューヘブンまで ,い やはやほん とにお

つかれさまで した し か し, この ときの シンポジラムに出

席 しました おかげで,多 くの方々 と知 り合いになるこ とが

で きました 日 本か ら海 をこえて出席 した人 は,私 を入れ

て 3名 で したが,疋 田先生,熊 谷先生 とはじめて懇該す る

ことがで き, と くに疋田先生 とは同じ化学系 であることも

あって,シ ンポジウムの後一緒 にボス トンまで旅行 し,珍

道中お笑い の旅 を くりひろげま したことがなつか しく思い

出されます そ の後長 いお付合い とな り,お かげで 日本燃

焼研究 会及び東 京で開催 された第 15回 の国際会議の お世

話をすることヽな りました次第です

第 6回 のシンポジウムの後 は,第 9回 (米国, コーネル

大拘 ,第 12回 (フランス,ポ アティエ大釣 ,第 15回 (東

内 ,第 16回 (MIT),第 17回 (英国, リーズ大学)の シンポ

ジウムに出席 しました

Combuston lnstの事務局のバーンズさんには多 くの 日本

人が よ くお世話にな りましたこ とは,御 承知の こ と 思ヽい

ますが,第 9回 のシンポジラムに参加 した とき,ピ ッツバ

ーグにある事務局 をお訪ね し,市 内 の観光, レス トラン,

バーンズさんのお宅な どに案内 していた ずき,す つか り落

世話 にな りました

第 12回 のシ ンボジウムは,は じめてフランスのポアテ

ィエ大学で,め ず らしく8月 ではな くて 1968年 の 7月 14

日～ 20日 の一週 間にわた り,参 加国約 40,参 加者約 700

名 (英 154,米 153,仏 122な ど)で , 日本か ら十数名が参

加 しました ネ シンポジウムの講演で は,用 語 として今 回

写真 2 閑 散とした大学の構内の講演会場 (手前)とかをたにみえ

る学生寮

はじめてフ ランス語を認め,同 時通訳が行われました ソ

連か らの参加者が 15名 で,例 年 より多数参加 したことも,

このシンポ ジウムの特徴であつたか と思われ ます ポ アテ

ィエはボル ドーに近 く, シ ャンペンの本場であ り,ブ ドウ

酒, シ ヤンペンをぶんだんにサービスさね。 まことに楽 し

い雰囲気がた ずよいました (写真 1)

国際燃焼シンポジウムでは,研 究報文の発表 に対 して,

その審査が きび しいことは,よ く知 られ てお りますが, ど

うも,そ の ときの Program subcolllllllttccのChatmanの プロ

グラム編成 の方針 と好みによって決められ るようで ,一 般

に言つて質 のよい論文がかならず しもパスするわけで もな

いようです

小生 は,「火炎 中で の炭 素の生成 」 につ いて の報 文を,

第 1日 目(7月 15日 )に C会 場で 2番 目に発表 しましたが,

この会場では煤 (す )ヽの 生成に関する物理的実験,化 学的

実験及び理論についての 3つ の報文を組み合せて,Thomas

先生の 司会で講漬 が行われ ました こ の Scsttonは,初 日

の特別講演 に引 き続いて開催 されたためか,会 場は満員 と

な り,活 発な討論 が行なわれ,私 の講演 に対 してはバー ミ

ンガム大学 のロング先生か ら, コメン トと質問があ り,そ

の要 点 として は,功 刀 の考 察で環状縮合炭化 水素 だけ を

p的_sootsと呼んでい ることは不適当では ないか との ことで

した

話演会場 は例 によって 3会 場で,大 学の理学部 (?)の 新

しい教室を利用 したようで , これ らは学 生の寮 とともにポ

アティエ の郊外の静か なところにあ り (写真 2),大 多数の

参加者は 4階 建の寮 に宿泊 し,食 事は学生食堂で とりまし

たので,ま とま りは よかつたのですが,ダ ウンタウ ンには

遠く,大 学にカンヅメにされた状態で,夜 おそくまで飲ん

だり討論 した り,に ぎやかな日々を過すことんまできまし

た

各会場 にはテレビ 2～ 3台 がおかれ,他 の会場の進行状

況を伝えて くれました (写真 3)こ の写真 中ではるかか な

たに見えます講演者は東大の辻先生です

写真 1 野 外で また乾杯 (ボアテ イエにて)
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写真 3 講 演会場 (辻先生講演中)

写真 4 日 本庭国内の鳥層の もとで

写真 6  椿 山荘でのガーデン パ ーテイー
(このとき阿波踊 りがあ

りました)

(100)

写真 7 野 外テント内でビヤーパーティー(MIT)

写真5 公 国内でまたまたビールをtⅢ■ken 写真 8 こ の辺でひ と体み (MIT)
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このシンポジウムの後,大 学や研究所などへの訪問及び  官 し,愛 知工業大学工学部応用化学科へ勤務すること なゝ

観光のため, ドイツ, フランス,ベ ルギーな どを旅行 しま  り ,現 在まで続いております た ず残念なことに,昭 和 52

したが,辻 先生はじめ数名の方々にあち らこちらでばつた  年 及 56年 に入院して手術をうけ, とくに56年 は約 7ヶ 月

りお会いして,広 いはずの ヨーロッパがいやにせまく感じ  の 長い入院生活をおくりましたため,そ の後 しば らくすっ

ました次第です カ ールスルーエ大学のギュンター教授は,  か り元気がなくなりましたが〕昨年前半頃からやっと元気

その当時私共 とよく似た研究 もやっておられ ましたので,  を とりもどしたような状態です 長 い年月の飲み過 ぎが

その研究室を訪問し,そ の後駅前の公園を散歩しましたと  た っヽたのだろうと,多 くの方々はおつしゃいます ほ ん

ころ,そ の中に日本庭園があり,な んと赤い鳥居がありま  と でしようか

したので写真 をパチ リ(写真 4,写 真 5) 田ヨ和 55年 に カナダで第 18回 の シンポジウムが開催 さ

東京で 開催の第 15回 のシ ンポジウムの ときは,き わめ  れ ,炭 素生成の SCSSOnの Chalrmanがあた りました のに,

て忙 しい思 いをしましたが,疋 田先生を 中心に各分野を担  上 記 のような健康状 態のため辞退す るような ことヽな り,

当された委 員の方々がよ くまとまって,準 備の段階か らシ  残 念なことを致 しました

ンポジウムの終 りまで働 きました ことは,今 とな りま して

は (はやいものですね 10年 過 ぎました)な つか しい思い出  功 刀 雅長 先生 御 略歴

です(写真 6) 昭和 15年 3月  京 都帝国大学工学部工業化学卒業

第 16回 は MITで 開催されましたが,丁 度日本燃焼研究   昭 和 15年 4月  同 大学大学院学生

会の会長を担当しておりましたおかげで,こ のときはじめ   ～ 17年  11月

て学術会議から旅費を全額いた ずいて出府 しました 前 述   昭 和 17年 11月  同 大学二学部講師

しましたように,シ ンポジウムの開催中にCombustlon lnst   昭 和 19年 1月  京 都帝国大学工学部工業化学助教授

の委員会があり, 日本での燃焼研究の状況を説明すること   昭 和 26年 4月  工 学博士 (京都大効
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が私の一つの任務で した

野外テン ト内のビヤーパーティーの写真などをのせ てお

きます (写真 7,写 真 8)

昭和 34年 4月  京 者ほ大 学教 授,工 学部 工業 化学 教室

勤務

昭和 54年 4月  同 大学停年退官

勤務j現 在に至る

学会などの活動,学 協会の賞などについては省略

第 17回 のリーズ大学でのシンポジウムでは,熊 谷先生   昭 和 54年 4月  愛 知工業大学工学部教授応用化学科

が EgcttOn Gold Mcdalを受賞 され,受 賞後の先生の挨拶は

きわめて印象的で した

最後 に,最 近 の生活状 況をおつたえ しておきましょう

昭和 54年 4月 1日 に長年つ とめました京都大学を停年退  *疋 田 ;燃焼研究 20号 (1968)
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